
新

、ブログ、ツイッター

規

、フ 広報須坂やホーム

完

ページ、ＳＮＳ、ＦＭ

了

ぜんこうじ、

ェイスブ

事

ックを活用して情報発

業

信する。また、「いけ

ゼ

メールマガジンなど広

ロ

報に有効な媒体を活用

予

した情報

いけすざか」

算

との連携を強化し、報

事

道機関を介して積 発信

業

を進める。また動画の

担

効果を最大限発揮した

当

広報

極的な情報発信す

者

る。 に努める。

平成3

全

1年度　実績 令和 2

体

年度　予定

広報須坂や

計

ホームページ、ＳＮＳ

画

、ＦＭぜんこうじ、 記

経

者会見やプレスリリー

費

スによるパブリシティ

区

の充実

メールマガジン

分

など広報に有効な媒体

内

を活用した情報 。さら

線

に広報須坂やホームペ

事

ージ、ＳＮＳ、ＦＭぜ

務

ん

発信を進める。また

事

動画の効果を最大限発

業

揮した広報 こうじ、メ

名

ールマガジンなど広報

所

に有効な媒体を活用

に

　

努める。 した情報発信

　

と併せて動画を有効に

属

活用する。

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成27年度　実績 平成28年度　実績

平成29年度　実績 平成30年度　実績

平成31年度　実績 令和 2年度　予定

内部評価【二次】 1頁

令和　２年度　行政評価事業別シート

実計対象 □ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 小林

全体計画 経費区分 － 内線 3139

事務事業名 4042 広聴広報事業

所　　属 050200 総務部・政策推進課

施　　策 07024000 情報発信、広聴･広報の充実

会計 01 一般会計
予算

科目 020109 総務費・総務管理費・企画費
科目

事業 030000 広聴広報事業

事業目的 事業概要・効果 

視点に変化を加えて電子媒体をフル活用した、市民に 公式ツイッター・フェイスブックへのアクセスが昨年

分かりやすくて親しみやすい情報発信。 度から増加傾向であり、公式SNSへの市民の関心が読

み取れる。ホームページと組み合わせた同時配信をす

ることでより効果が期待できる。ドローンを活用した

空撮映像も含め電子媒体をフル活用し、情報発信を進

めてい

内

く。

広報須坂は写真を

部

用いた表現力に力を注

評

ぎ、読者の関

心を集め

価

る。全戸配布をなるべ

【

く減らし広報須坂にシ

二

フトできるよう読みや

次

すくて親しみやすい文

】

書づくり

に努めていく

1

。

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度

頁

実績及び予定

平成27

令

年度　実績 平成28年

和

度　実績

「広報すざか

　

」などさまざまな市の

２

広報媒体を活用す 誰も

年

が見やすいホームペー

度

ジにする。広報すざか

　

やホ

るとともに、「い

行

けいけすざか」との連

政

携も強化し、 ームペー

評

ジ、ブログ、ツイッタ

価

ー、フェイスブックの

事

情報発信を行った。 活

業

用。「いけいけすざか

別

」との連携強化。報道

シ

機関を

「地域づくり市

ー

民会議」などを行い、

ト

市民のさまざま 通した

実

積極的な情報発信。Ｓ

計

コレ調査を行い、須坂

対

に

な声を聞いた。 関す

象

るさまざまな声を聞き

評

情報発信にも生かす。

価

平成29年度　実績 平

対

成30年度　実績

広報

象

すざかやホームページ



　　算 予　　　算

事業費 19,986 20,959

国庫支出金 20 0

特 定 都道府県支出金 0 0

財 源 地方債 0 0

その他 7,309 799

一般財源 12,657 20,160

正規職員 2.5 2.5
人員数

嘱託職員 1.3 1.3
（人）

臨時職員 0.0 0.0

正規職員 18,162.5 18,162.5

人　員 嘱託職員 3,677.7 3,677.7

コスト 臨時職員 0.0 0.0

計 21,840.2 21,840.2

市民一人当たりの経費 0.8 0.8

総額 41,826.2 42,799.2

（単位：千円）

平成31年度決算　事業費の内

内

訳

主な節 金額 内容

市報

部

モニター謝礼27
8節

評

  報償費 27

広報須

価

坂印刷8,765、季

【

刊イベントチラシ印刷

二

494、
11節 需用

次

費 9,259

FMぜん

】

こうじCM放送委託2

2

,486、ホームペー

頁

ジ保守2,538、そ

指

の他2,181
13節

 

 委託費 7,205

1

標

5節 工事請負費 0

長

 

野県世論調査協会負担

名

金60、広報協会負担

算

金24
19節 負担金

　

補助及び交付金 84

広

　

告料120、郵便料3

式

43、市報編集用機器

単

賃借料136、その他

位

2,812
その他 3,

年

411

　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成31年度 令和 2年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成31年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 「地域づくり市民会議」出席者数

算　　式 単位 人

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標 43 45
目 標 値

実 績 43

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名 ホームページ閲覧件数

算　　式 トップページを開いた回数 単位 件

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標 518,000 520,000
目 標 値

実 績 433,908

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標 2,400 3,000
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成31年度 令和 2年度

決　



委

である。
評   価

コ

託

メント

・事業の成果は

費

上がっているか

・目標

1

に対する達成度は十分

4

か

有 効 性 ・市民生

節

活上の課題解決に貢献

 

しているか 有効

・行政

工

内部の管理上の課題解

事

決に貢献しているか

・

請

事業の目的が達成でき

負

るような事業内容にな

費

っているか

市民の立場

1

に立って市民が関心を

8

示す広報に心がけてお

節

り、徐々にではあるが

 

、その成果は見えてき

負

ているよ

うに感じてい

担

る。
評   価

形とし

金

ては掴みにくいが、地

補

道にコツコツと市民の

助

立場にたった広報を心

及

がけていきたい。
コメ

び

ント

・成果を落とさず

交

にコストを削減する方

付

法はあるか

効 率 性

金

・効率性向上に努めて

そ

いるか やや向上

・使用

の

料などの受益者負担や

他

補助対象事業の範囲な

Ｃ

ど、財源確保の余地は

Ｈ

ないか

ホームページの

Ｅ

保守更新作業は、ホー

Ｃ

ムページへの新しいペ

Ｋ

ージのアップなど、で

個

きるだけ職員が操作し

別

、委

託経費を削減した

評

。
評   価

コメント

価

振り返り（決算年度の

項

取組み課題）

工夫した

目

広報須坂の編集により

評

、見やすさ、分かりや

価

すさ、表現力などが向

観

上しており、市民モニ

点

ターに高評価をいただ

評

いた。Webによる情

価

報発信もホームページ

内

、フェイスブック、ツ

容

イッターを活用し、特

・

に令和元年東日本台風

市

では多くの

アクセスが

民

集中し、これを基点に

の

、アクセス数が向上し

生

た。

SNSの発信が少

命

数の職員に限定され、

・

情報が市民に充分に届

財

いていないことが課題

産

である。

を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

令和 2

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

市報モニター謝礼36

令

7節  報償費 36

広

和

報須坂印刷9,700

 

、NHKのど自慢抽選

2

結果はがき44
10節

年

 需用費 9,744

F

度

MぜんこうじCM放送

当

委託2,508、ホー

初

ムページ保守3,01

予

2、メール配信シス
1

算

2節 委託費 7,20

　

5
テム移行924、そ

事

の他761

14節 工

業

事請負費 0

長野県世論

費

調査協会負担金60、

の

広報協会負担金24
1

内

8節 負担金補助及び

訳

交付金 84

広告料45

主

0、郵便料420、市

な

報編集用機器賃借料1

節

38、その他2,88

金

2
その他 3,890

Ｃ

額

ＨＥＣＫ

個別評価

項目

内

評価観点 評価内容

・市

容

民の生命・財産を守る

7

ため市が実施すること

節

が必要不可欠な事業で

 

あるか

・行政内部の管

 

理運営上必要な事業で

報

あるか

必 要 性 ・市

償

が主体となり実施すべ

費

き事業か 高い

・法的な

1

根拠や公的関与の妥当

0

性はあるか

・目的は結

節

果（施策の目指す理想

 

）に結びついているか

需

昨年度の令和元年東日

用

本台風の教訓とし、災

費

害情報などの市民の命

1

を守る情報は、迅速で

2

正確な情報を如何に

拡

節

散し、市民に届けられ

 

るが広報の重要な役割



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 簡易な改善（拡大） 次年度以降の方向性 簡易な改善（拡大）

総合評価コメント ２次評価コメント

市民生活向上のための施策、命を守るための災害情報 あらゆる手段を用いた、的確な情報発信が重要

内

である

などをより多く

部

の市民に伝わるよう環

評

境整備が必要で 。広報

価

須坂は職員の創意工夫

【

により、編集発行して

二

い

ある。市報・ホーム

次

ページに加え、職員誰

】

もがSNSで る。表紙

4

の写真も評価が高い。

頁

発信できるようにして

Ａ

いく。

外部評価

次年度

Ｃ

以降の方向性

外部評価

Ｔ

コメント

ＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


